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 令 和 5 年 度  第 1 回  

伊 達 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会  議 事 録  
 

 

 

 

１ 日時

 令和 5 年 5 月 23 日（火） 18:00～19:55

2 場所

だて地域生活支援センター 多目的室①～③

3 出席者 計２5 名

 ・委 員 17 名

松添会長、大垣副会長（進行）、平岡委員、後藤委員、日下委員、船水委員、有益委員、

萩本委員、佐藤委員、津田委員、出口委員、柳沢委員、木村委員、齋藤委員、宮本委員、

山本委員、紺野委員

（欠席 2 名）北島副会長、横川委員、

 ・オブザーバー 4 名

松田氏：北海道室蘭養護学校 進路指導部教諭

山本氏：伊達市成年後見センター 

杉村氏：福）伊達市社会福祉協議会 社会福祉士

大竹氏：胆振圏域障がい者総合相談支援センターるぴなす 地域づくりコーディネーター

 ・行政 1 名

伊達市健康福祉部社会福祉課障がい者福祉係：石上係長

（欠席１名）伊達市健康福祉部社会福祉課： 佐々木課長

 ・事務局 ３名

  相談室あい：大槻、猪股、村上（記録）

4 議題

１. 令和４年度 伊達市地域自立支援協議会 実績報告

２. 相談室あい 令和４年度事業報告並びに令和５年度事業計画

３. 専門部会報告

４. 伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告

１） 令和４年度 伊達市地域生活拠点事業実績

２） 令和４年度 伊達市地域支援拠点「地域診断」について

３） 日中サービス支援型共同生活援助運営報告

５. 伊達市からの報告

１） 第７期伊達市障がい福祉計画並びに第４期伊達市障がい者計画の策定について

２） 避難行動要支援者の個別避難作成等の進捗状況

６. 特別支援学校卒後の進路予定について（R5.5.1 現在）

７. 対応困難及び緊急に支援を必要とする事例の実態調査報告

８. その他

５ 協議事項
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◆議題 1 令和４年度 伊達市地域自立支援協議会 実績報告        

  ※資料 1 

資料の事前送付についての確認。 

目度として１週間前に資料の送付を事務局が行い、各自印刷の上協議会当日持参する事が昨年８月に

確認されている。しかし、すべての資料を事前にそろえて送ることができない状況が続いている。そ

の場合、間に合わなかった部分や新たに議題が生じた場合は追加資料として当日配布する。ほとんど

の委員にはメールで送付しているが、直接ご自宅にお届けする方もいる。どちらについても事前配布

された資料は持参いただきたい。  

〈追記・意見等〉特記事項の報告、追加資料として質疑応答なし。      

 

◆議題２ 相談室あい 令和４年度事業報告並びに令和５年度事業計画  

※2-1-1～2-1-4                    ～報告：事務局大槻・村上より 

 

〈追記・意見等〉 特記事項の報告、質疑応答なし。 

 

◆議題３ 専門部会報告     

   ※資料 3-1-1～3-5-2 

① 精神障がい者地域生活支援部会 ②発達支援部会 ③高齢障がい者支援部会 

④ 働く人を支える部会 ⑤相談支援部会 

 

〈追記・意見等〉 特記事項の報告、質疑応答なし。 

 

◆議題４ 伊達市地域生活支援拠点「運営会議」報告  

   ※資料 4-1-1～4-2 

 

１） 令和４年度 伊達市地域生活拠点事業実績             ～報告：事務局猪股より 

２） 令和４年度 伊達市地域支援拠点「地域診断」について 

  ６月中には「地域診断表」を送り次回の協議会前に回収し評価を受けたい。 

  令和３年度に拠点窓口担当者を２名決めていただいたが、年度も変わり窓口担当者の変更があっ

た場合は、伊達市障がい福祉係に改めて届出をしてほしい。 

3）日中サービス支援型共同生活援助運営報告            ～報告：萩本委員より 

・ホームの状況 

最高齢が９１才。今後医療的ケアが必要な方が増え、グループホームでの生活が難しくなるケー

スが増えていくと思われる。 

  

・日中活動 

  職員の欠員等による、人手不足で担当職員の確保が十分に得られない状況。また、高齢に伴い日

中車椅子に座っていることが難しく、午前中に入浴を行い、午後はホームに戻って体を休めている

方もいる。開設当初のようにレクリエーション活動が思うようにできていないが、健康観察をしな

がら見守り支援に移っている。 

 

・短期入所 

  継続して毎週末利用している方はいるが、新規の受け入れの実績は無い。 

 

〈追記・意見等〉 特記事項の報告、質疑応答なし。 
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◆議題 5 伊達市からの報告     

  ～伊達市：石上係長より 

１） 第７期伊達市障がい福祉計画並びに第４期伊達市障がい者計画の策定について 

  今年度中に策定していくことになっている。障がい者計画については新たに計画策定委員会を設

置して計画案を進めていく。障がい福祉計画については具体的なサービスの見込み量を過去の実

績を見て検討していく。 

                                 

  ２）避難行動要支援者の個別避難計画作成等の進捗状況           

    ※資料５ 

   登録者数は高齢者、障がい者含めて６５名。個別避難計画作成済みの方が５６名。 

   前回１月時点では登録者数６３名、計画作成済みが４８名だったので、計画が完成するまでに

は、あと一歩と言うところまで来ている。 

  

  〈追記・意見等〉 

Q：登録者数に対して計画作成済みの人数が少ないのはどうしてか。また、計画が済んでいない

理由は何か。 

A：皆さんのお宅を訪問させていただいて具体的な計画を作成しているが、コロナの影響で思う

ように自宅訪問ができていないことが理由に挙げられる。年度変わりに訪問を実施して数は

増えている。なるべく早い段階で皆さんの計画が作れるように計画している。 

Q：有珠山噴火が危ないと言われているが、まだ計画ができていない方について災害等があった

場合にどのようになるのか？ 

A：計画がないから支援しないわけではない。災害の種類によって避難地域が変わってくるので、

臨機応変に対応したい。計画が無くて、市の職員も動けない事態の時には、警察、消防、自

衛隊を活用しての避難を考えている。 

Q：避難計画がなくて避難ができないとなると、警察、消防、自衛隊が助けに来てくれると考え

ていいのか。だれが責任を取るのか。 

A：そもそも避難計画は避難支援を確約するものではない。津波等の即避難が必要な場合は、自

分の命が最優先であり、支援者が自分を犠牲にして助けに行くものではない。 

 

 ◆議題 6 特別支援学校卒後の進路予定について（令和５年 5 月１日現在） 

    

※資料 6-1～2 を参照  

 〈追記・意見等〉             ～報告：伊達高等養護学校、室蘭養護学校より 

① 伊達高等養護学校 

全校生徒１１６名、３年生３９名が在籍。実習受け入れ等の状況によってこれから変更がかか

ってくる。 

② 室蘭養護学校 

３年生は２２名。伊達市居住が７名。１学期中に前提実習が行われる。就労継続支援 B 型事業

希望者が多いが西胆振障がい者就業・生活支援センターすて～じにアセスメントの依頼をして

いきたい。課題としては生活介護事業所が受け皿として少ない。施設入所の生徒で卒業後は地

元に戻りたいと言う生徒が増え、全道広範囲での就職実習が増えている。また様々な障がいの

児童が増えている為、受け皿を考えていかなければならない。 

 

◆議題 7 医療的ケアや緊急に支援を要する事例等の実態調査報告 

   

 ※資料 8-1～3                     報告：事務局大槻より   

〈追記・意見等〉 特記事項の報告、質疑応答なし。 
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◆議題 8 その他 

〇社会福祉協議会より                         報告：紺野委員より 

 令和３年～令和５年度の期間で第６期地域福祉実践計画を策定している。その中に地域の障がい 

福祉、高齢福祉を担っている社会福祉法人が集まる場を設けたい。社協としてなかなかピーアール 

できていないが、地域で生活する方たちのニーズを出し合って法人同士で支え合えないか考えてい 

きたい。 

令和６年までには連絡会議等を作りたいと考えている。 

  

 意見～ 

・伊達市の福祉貢献するためにはいろいろ情報共有し共通認識した方がいいと思われる。 

・自立支援協議会のメンバーはいつも顔を合わせられる環境にあるので、お互いに助け合ったり知 

恵を出し合う事ができるのではないか。 

・前向きに考えていけるのではないか。 

 ・設立検討員会等を開くと良いのでは。 

 

閉 会 

 

 

以 上 

 

 

次回 令和５年 8 月下旬予定 














































































































